
＊運動会、無事終了！                  校長 中村 嘉男 

 ６月６日（土）、はじめての新河岸陸上競技場 

を使っての運動会が実施されました。校庭がない 

中で事前の練習から当日の競技場での運営等、  

心配ばかりでしたが何とか無事に１つの行事を終 

えることができました。厳しい条件で生徒も不安 

だったと思いますが、初めての職員も多く様々な 

場面をシミュレーションしているとは言え、大き 

な事故がなく無事に終わってほしいという想い 

だったと思います。事前の練習では学びのエリア 

の小学校の校庭を使用させていただきありがたか 

ったです。体育館やマルチパーパスで練習するの 

とは違って久しぶりに一定の距離を全力疾走でき 

たのが何よりでした。貸してくれている小学校 

では授業中ですが中学生が自主的に練習を進めて 

いる様子を横目で見ながら近い将来の自分たちを想像していたようです。集団競技の練習も見学してもらえ

たらよかったかなぁと思いました。当日は現地集合でしたから朝だけ保護者に車で送ってもらっている人も

いましたが、高島平駅まで三田線に乗り、駅から２０分ほどかけて徒歩で競技場に来た人がほとんどでした。

出欠の連絡も無事にでき準備完了です。競技場の生徒席にはひさしがあり例年生徒が暑いのではと心配をお

かけしていた点を克服できました。ちょうど気候も暑すぎず幸運でした。今年度例年と違うのは全級リレー

がなく短距離走が加えられたことでした。トラックのタータンの上を短距離走で使えたのは競技場らしかっ

たと思います。午後は志四中伝統の学年種目でした。得意な人もそうでない人も互いを気遣いながらベスト

を尽くす、集団競技の醍醐味です。そこには練習からその場にいないとわからないドラマがあったと思いま

す。最後は９年生の大百足走でしたが、最後になってしまったクラスに他のクラスが応援に駆け付けるとい

う場面がありました。まさに、「青春応華～声に応え、心に華を～」のスローガンどおりの展開でした。

クラスを超えて絆を深め、この後の様々な困難も皆で乗り越えていこうという想いになってくれたと思いま

す。こんな感動を当たり前に与えてくれる生徒に感謝！ですが、学校としては運動会という行事を生徒と共

につくり無事に終えることができたという職員の責任感の醸成にも貢献してくれています。若手の多い本校

では人材を育成していくことが大きな課題です。生徒と共に職員も協力し合って行事を運営したという経験

は、今後にも非常に生きてくる経験になります。基本を自覚することができれば今後も大きなミスなく有意

義な時間を創っていくことができると思います。三大行事で言えば２学期の合唱コンクールが次のチャンス

です。みんなで取り組むことの楽しさや大変さ、それらの経験を生徒も職員もいかしながら志四中を作って

いってほしいと思います。 

＊保護者の皆様へ＊ 

 運動会では準備から当日まで様々な面で支えていただきありがとうございました。当日は多くの保護者の

皆様に見学いただきました。学校外での実施のため移動にも時間がかかり、また、会場でも十分なスペース

が確保できずご迷惑をおかけしたと思います。「校庭がなくても運動会を何とか実施する」のが第一義でし

たが、今年の経験を踏まえ次年度に向けてできることは改善してまいりたいと思いますので、ご意見等あり

ましたらよろしくお願いします。 
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＊志四中の授業風景 確かな学力の向上に必要な力 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊部活動の記録 

部活動名 大会名・順位 

女子バスケットボール 中台地域四校戦 準優勝 

ソフトテニス 令和８年度 第四ブロックソフトテニス春季大会 団体戦 準優勝 

ソフトテニス 令和８年度 板橋区ソフトテニス春季研修会 個人戦 第３位 

バレーボール 令和８年度 板橋区中学校春季研修大会 優勝 

新体操 令和８年度 板橋区新体操競技春季大会 団体 １位 

 

＊よりよい志四中キャンペーンが終わりました。 

 生徒主体の委員会活動、伝統となっている「よりよい志四中キャンペーン」が５月の２週間で行われまし

た。生徒のアンケート結果をまとめると、全体を通して、「学校を良くしたい」「楽しかった」「次はも

っとこうしたい」という前向きな意欲が非常に強く感じられる結果となりました。具体的には、報道委員

の「みんなが楽しんでくれたから、来年はもっと楽しくしたい」、保健委員の「衛生検査でだんだん持って

来る人が増えて嬉しかった」など、自分たちの活動が全校生徒に届いた実感を喜ぶ声がありました。 

一方で、「タイマーを忘れてしまった」「学級委員の声掛けが抜けてしまった」「自分の仕事に集中しすぎ

て他の委員会に協力できなかった」という反省や、「他の委員会に比べてゲーム要素がなくてだるそうにし

ていたから、次はゲーム要素（一捻り）を入れたい」といった、より良くするための具体的な改善案が自

発的に出ています。うまくいったこと、うまくいかなかったこと含めて全てがよい経験になっています。 

 

８年生 理科 

【化学式の授業】 

２H2＋O2→２H20 のような、化学式に挑戦

中です。苦戦しながらも、個人で考え、仲間

と考え、練習問題を繰り返しています。分子

のイメージが中々難しいようですが、紙やタ

ブレットを使って、理解を深めています。 

化学反応と式の知識が繋がるといいですね。 

 

 

７組 理科 

【顕微鏡を使って観察する授業】 

顕微鏡には種類があって、倍率が高くピン

トを合わせづらい扱いの難しいタイプの顕微

鏡を使って観察をしています。苦戦していま

したが、ピントを合わせられた生徒が、他の

生徒に教えながら、力を合わせて頑張ってい

ました。 

 

 

教員「学びのエリア研修・校内研修」 

５月２０日に学びのエリアの小学校の先生が授業参観 

し、その後協議会をする研修を行いました。小中一貫 

校に向けて、まずは小学校と中学校の教育活動の違い 

について理解を深めることを目的としています。 

 また、５月２７日には校内で研修を行いました。授業 

改善と、そのための業務改善を目指し様々な視点で、 

実践をしていく予定です。先生方も、仲間と一緒に 

力を合わせて、生徒にとってよりよいものを届ける努力をしています。 

 

 


